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1．．耐耐震震実実験験セセンンタターー研研究究助助成成にによよるる研研究究 

(1) 既設上路式アーチ橋端支柱のブレース材の終局
挙動についての実験的研究 

 

現在，既設の鋼アーチ橋やトラス橋については，

道路橋示方書に規定された，レベル 2地震動に対す

る耐震補強工事が順次進められている．耐震性能の

照査では，アーチ橋の端支柱対傾構やトラス橋の支

点部対傾構等は，主荷重を受け持つ部材として塑性

化が認められていない．耐震補強として，一般的に

当て板補強や部材の交換が行われるが，弾性範囲内

に収めるためには大規模な補強工事が必要で，現実

的な補強が難しいケースもある．また，補強された

部材の耐力の上昇が，構造全体の損傷性状にとって

必ずしも望ましくないことも報告されている． 

部材の補強により無損傷に抑えるのではなく，一

部の塑性化を許容することが可能であれば，合理的

な補強設計が期待できる．そのためには塑性化後も，

急激な耐力低下が生じることなく，安定した塑性変

形能を示すことが必要である． 

本研究では，上路式アーチ橋の端支柱を対象とし

て，ブレース材パネルの形式による終局挙動の違い

に着目し，特定の部材の耐力を増加させずに，塑性

変形能を向上させる補強方法を提案する．ブレース

材パネル供試体を用いた繰り返し載荷実験により，

補強の効果を検証する． 

 供試体は上路式アーチ橋端支柱の基部のV形に配

置されたブレース材を含む 1パネルとし，実橋梁の

約 1/2 サイズで製作した．ブレース材および水平材

には，H形鋼(H125×6.5×9：SS400材)を使用した．
実験では，写真－1のように，載荷梁を介して，水平

方向に漸増繰り返し載荷を行った．対象とした V形
のパネル形式は，ブレース材が座屈した際に，下水

平材が変形し，不安定な構造となるが，ブレース材

下端の格点の鉛直変位を拘束することで，変型能の

向上が期待できる．実験では，補強として PC 鋼棒
を用いて，鉛直変位を拘束した． 
事前解析により，拘束の有無で比較したところ，

図－1 に示すように，格点の鉛直変位を拘束するこ
とで，部材の変形が減少し，耐力の低下を抑制でき

ることを確認した． 

 実験から得られた水平荷重－変位関係を図－2 に

示す．補強なしの場合，座屈発生後に急激な耐力低

下がみられ，最大荷重から 30%近く荷重が低下した．

補強ありの場合，座屈発生後も補強なしと比較して

安定した履歴を示し，座屈直後の荷重低下は 7%程

度に抑えられている．終局時の部材の損傷状況は，

補強なしでは，ブレース材の座屈が大きく進行し，

接合部付近に亀裂が発生するとともに，下部水平材

にも曲げ変型が生じた．それに対し，補強ありでは，

損傷の進行が抑制され，亀裂や水平材の変形は見ら

れなかった．また，補強の有無により，最大荷重に

写真－1 実験装置全景 
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大きな違いはなく，同等の値を示し，どちらも 11～

12δyで最大荷重を記録している． 

以上より，ブレース材下端の変形を拘束すること

で，ブレース材の損傷を抑制し，座屈後の塑性変形

能を改善できることを確認した．また，最大荷重到

達までは，補強の有無によらず，同様の挙動を示し

た． 
耐震実験センター研究助成は，実験用の載荷治具，

アクチュエータ制御 PC およびゲージ類の購入，学

会参加費用等に使用した． 

 

2．．外外部部資資金金にによよるる研研究究・・実実験験等等 

特になし 

 

33．．そそのの他他特特記記事事項項  

特になし 
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図－2 水平荷重－水平変位関係 
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